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サンゴのからだ

サンゴの表面をよく見ると、小さなイソ

ギンチャクのようなものがたくさんつい

ていることがわかります。これらの一つ

コマルキクメイシ

きんえん

一つはポリプと呼ばれており、見た目だ

けでなく、基本的な構造もイソギンチャ

クと同じです。

このポリプが集まって、一つのサン

ゴ（群体サンゴ）ができています。ポリ

プ同士はつながっており、栄養を分け

合っています。

ただし、中には一つだけのポリプで

できているサンゴ（単体サンゴ）もあり

ぐん たい

サンゴの表面をよく見ると、ポリプが
たくさん並んでいるのがわかる

ポリプ

（サンゴ
の本体）

ニホンアワサンゴ シコロサンゴ

たんたい

サンゴの仲間は、ポリプの触手の本

数によってグループ分けされており、ト

ゲトサカやヤギなどは触手が8本なの

で「八放サンゴ類」、イシサンゴなどは

触手の数が6の倍数になっているので

「六放サンゴ類」と呼ばれています。な

お、イソギンチャクの仲間は「六放サン

ゴ類」に含まれています。

ます。

種類によってポリプのサイズは大小様々

ニホンアワサンゴ
ポリプの直径は約5mm

シコロサンゴ
ポリプの直径は約1mm

しょく しゅ

はっ ぽう

ろっ ぽう

ポリプの断面
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